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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トップシートと、
　前記トップシートに結合されたバックシートと、
　前記トップシートと前記バックシートとの間に入れられた吸収性コアと、を備え、
　前記トップシート、前記バックシート、前記コア、肛門カフ、伸縮性トップシート、前
記コア、締着装置、レッグカフ、腰部弾性機構、サイドパネル、ポケット、スペーサー、
及びこれらの組み合わせから成る群から選択される１つ以上の物品要素上に配列される緩
慢に回復するエラストマーをさらに備え、
　前記緩慢に回復するエラストマーは、フィルム、バンド、ストランド、個別化された繊
維、又はそれらの組み合わせの形態であって、少なくとも１つのエラストマー性ポリマー
を重量で２０％～７０％含み、３７℃において０．０４Ｎ／ｍｍ２　を超える正規化され
た徐荷力と、２２℃にて１５秒間の回復後に少なくとも５０％の伸長後歪みと、を示し、
　前記エラストマー性ポリマーは、スチレン／イソプレン／スチレンの三元ブロックコポ
リマーである、吸収性物品。
【請求項２】
　前記緩慢に回復するエラストマーは、少なくとも１つの修飾樹脂を重量で約０．０１％
～約６０％含む、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記修飾樹脂は、水素添加のないＣ５炭化水素樹脂類又はＣ９炭化水素樹脂類、部分的
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又は完全に水素添加されたＣ５炭化水素樹脂類又はＣ９炭化水素樹脂類、脂環式樹脂類、
テルペン樹脂類、ポリスチレン及びスチレンオリゴマー類、ポリ（ｔ－ブチルスチレン）
又はそのオリゴマー類、ロジン及びロジン誘導体類、クマロンインデン類、ポリシクロペ
ンタジエン及びそのオリゴマー類、ポリメチルスチレン又はそのオリゴマー類、フェノー
ル樹脂類、インデンポリマー類、オリゴマー類及びコポリマー類、アクリレート及びメタ
クリレートのオリゴマー類、ポリマー類、又はコポリマー類、これらの誘導体類、並びに
これらの組合せから成る群から選択される、請求項２に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記緩慢に回復するエラストマーは、さらに、安定剤、酸化防止剤、粘度変性剤、加工
助剤、静菌剤、着色剤、フィラー、又はこれらの組み合わせから成る群から選択される添
加物を含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記緩慢に回復するエラストマーにおける３２℃で１５秒の回復後の前記伸長後歪みは
、前記緩慢に回復するエラストマーにおける２２℃で１５秒の回復後の前記伸長後歪みよ
りも少なくとも約３５％少ない、請求項１～４のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記トップシートは、さらに、排泄物を通過させることができるスリット開口部を含む
、請求項１～５のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記緩慢に回復するエラストマーは、前記トップシートに結合され、前記スリット開口
部に略縦方向に隣接している、請求項６に記載の吸収性物品。
【請求項８】
　緩慢に回復するエラストマーが配置された前記１つ以上の物品要素は、その上に配置さ
れる二次エラストマーをさらに含み、
　前記二次エラストマーは、２２℃で１５秒の回復後に少なくとも約２０％の伸長後歪み
を示さない、請求項１～７のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、おむつ、トレーニングパンツ、成人用失禁物品、婦人衛生物品などの、緩慢
に回復するエラストマーを含む吸収性物品を対象とする。
【背景技術】
【０００２】
　エラストマー性組成物は当該分野において周知である。さらに、吸収性用具、例えば、
締着具付き使い捨ておむつ、プルオンおむつ、トレーニングパンツ、生理用ナプキン、パ
ンティライナー、失禁用パンツなどは、動作の容易性及び適合の持続性の維持を改善する
ために、弾性要素を有して構成されることが望ましいことが、使い捨て吸収性物品の分野
においてはかねてより知られている。その上、弾性要素によって、おむつが、さまざまな
異なる体格の着用者に適応可能になる。おむつは、ウエストバンド、レッグカフ、サイド
パネル、伸縮性トップシート、バックシートなどのその構造体の幾つかに弾性要素を有し
てもよい。弾性要素、例えば、弾性化したレッグカフ又は弾性化したウエストバンドなど
を備えたおむつ及び他の吸収性物品が心地良いフィット感及び漏れ制御を提供することは
、当該技術分野において既知である。
【０００３】
　現行のおむつ中に弾性要素を形成するのに使用される多くのエラストマー性組成物は、
合成ゴム組成物の変形である。しかしながら、これらのエラストマー性組成物は、延伸状
態から弛緩すると、比較的急速に縮退する傾向がある。これは着用者への吸収性物品の装
着を面倒にする。
【０００４】
　おむつは一般に、装着の際に、その当初の実質的に収縮した張力のかかっていない状態



(3) JP 4987860 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

から、長手方向に及び／又は横方向に延伸されて細長くされてもよい。おむつは、伸張力
から解放されると、着用者に首尾よく装着される又は調節できる前に、収縮する、締め付
ける、及び／又は折り重なることが多い。従来のテープ付きのおむつの場合、おむつは、
一般に、着用者に適用する前に、長手方向に延伸される。しかしながら、継続的に力が維
持されなければ、おむつは急速に縮退する。介護人は、一般に、おむつを適用するプロセ
スにおいて、おむつに連続的な伸張力をかけながら、同時に着用者に対しておむつを位置
決めし、及び非協力的な（例えば、泣く、騒ぐ、動く、抵抗するなど）場合がある着用者
をあやすことを必要とする。これら複数のことを同時に要求されることが、介護人の不満
につながるおそれがある。この複数のことを同時に要求されることにより、おむつが着用
者上で不適切に位置決めされる可能性がある。
【０００５】
　同様に、パンツタイプの物品の場合、腰部区域は、一般に、最初の実質的に狭窄され張
力がかかっていない状態から腰部開口部を広げるため、延伸され伸長されなければならな
い。腰部は、力を加え続けなければ起きるであろう腰部開口部の急速な縮退に対抗するた
め、適用プロセスの間中、一般に介護人又は着用者が継続的な力を加えることが必要であ
る場合が多い。パンツタイプの物品の脚部開口部もまた、適用中の力によって、脚部を急
速に縮退さる及び／又は狭窄する傾向があり、そのため、着用者の大腿部の所望の位置ま
で物品を引き上げることが更に困難になる。パンツを引き上げる一方で同時に連続した力
を付加するための手の力と器用さとに欠ける小さな子供にとって、拡大された腰部開口部
を維持するために連続して力を付加することは困難なことがある。
【０００６】
　最近のおむつの改良は、糞便の受取り及び貯蔵に的が絞られている。従来型のおむつの
設計では、糞便は、おむつのトップシートと着用者の皮膚との間に留まる。結果として、
着用者は過度の汚れと、刺激と、一般にレッグカフ回りの洩れの可能性とを経験する。お
むつ設計の進歩は、糞便を着用者の皮膚から遠くへ離し、そうして洩れ及び刺激を防ぐた
めの、孔あき伸縮性トップシートの使用を包含する。孔あき伸縮性トップシートは、伸縮
性トップシートと下に存在するおむつの構造体との間に空隙を形成する。伸縮性トップシ
ート中の伸縮素材は、伸縮性トップシートが着用者の皮膚に実質的に接触するのを助ける
。さらに伸縮素材は、糞便の襲来を受け取るために開口が位置決めされるのを助ける。
【０００７】
　伸縮性トップシートは概念的には有利であるが、従来型エラストマーを含む伸縮性トッ
プシートを有するおむつは、装着が困難なことが多い。おむつを装着するためには、おむ
つが実質的に平らな場所にあるように、介護人がおむつを延伸することを必要とする。解
放すると、伸縮性トップシート中の伸縮素材は、介護人がおむつを正しく着用者に位置付
けるのを困難にする速度で収縮する。伸縮性トップシートのこの「跳ね返り」が、おむつ
を着用者に装着することの困難さを増す可能性がある。おむつを装着するのが困難な場合
、開口の間違った位置あわせとなる傾向がある。間違って位置合わせされた開口によって
、伸縮性トップシート中の開口を通るよりも伸縮性トップシート上に糞便を堆積させるこ
とになり得る。開口の間違った位置合わせは、糞便を着用者の皮膚から隔離するという効
果を台無しにする恐れがある。開口を有する伸縮性トップシートを含むおむつの例が、米
国特許第４，８９２，５３６号（デス・マレーズ（Des Marais）ら）及び米国特許第４，
９９０，１４７号（フリーランド（Freeland））にて開示されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、延伸状態から解放された時に緩慢に収縮し、そのようにして着用者上で製
品を適切に位置決めして適用することを容易にする、エラストマー性組成物を含む吸収性
製品が必要とされる。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
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　伸縮性トップシートを備える従来のおむつの欠陥に対応して、本発明は、トップシート
と、トップシートに結合されたバックシートと、トップシートとバックシートの間に入れ
られた吸収性コアと、トップシート、バックシート、コア、肛門カフ、伸縮性トップシー
ト、締着装置、レッグカフ、腰部弾性機構、サイドパネル、ポケット、スペーサー、及び
これらの組み合わせのような１つ以上の物品要素と結合する緩慢に回復するエラストマー
を含む吸収性物品を目的とする。緩慢に回復するエラストマーは、重量で約２０％～約７
０％の少なくとも１つのエラストマー性ポリマーを含んでよい。緩慢に回復するエラスト
マーは、３７℃において約０．０４Ｎ／ｍｍ２を超える正規化された除荷力及び２２℃に
おける１５秒の回復後に少なくとも約５０％の伸長後歪みを示す。
【００１０】
　本発明はまた、トップシートと、トップシートに結合されたバックシートと、トップシ
ートとバックシートとの間に入れられた吸収性コアと、緩慢に回復するエラストマーを含
む伸縮部材とを含み、ここで緩慢に回復するエラストマーは３７℃において約０．０４Ｎ
／ｍｍ２を超える正規化された除荷力及び２２℃における１５秒の回復後に少なくとも約
５０％の伸長後歪みを示す吸収性物品に関する。
【００１１】
　本発明は又、伸縮性トップシートと、二次トップシートと、二次トップシートに結合さ
れたバックシートと、トップシートと二次トップシートとの間に入れられた吸収性コアと
を含む吸収性物品に関する。二次トップシートは、コアと伸縮性トップシートとの間に位
置づけられてよい。伸縮性トップシートは、伸縮性トップシートを貫くスリット開口部を
有する。スリット開口部は、伸縮性トップシートと二次トップシートとの間の空隙空間に
入ることが可能である。吸収性物品はまた、この伸縮性トップシートに結合され、スリッ
ト開口部に近接する緩慢に回復するエラストマーを含み、前記緩慢に回復するエラストマ
ーは、３７℃において約０．０４Ｎ／ｍｍ２を超える正規化された除荷力及び２２℃にお
ける１５秒の回復後に少なくとも約５０％の伸長後歪みを示す。
【００１２】
　本発明はまた、前述の吸収性物品の適用方法に関する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本明細書で使用する時、用語「吸収性物品」又は「物品」は、液体を吸収及び／又は収
容する着用可能な用具を指し、より具体的には、着用者の身体に当てて又はそれに近接し
て配置されて、身体からの様々な排出物を吸収及び収容する用具を指す。好適な例として
は、おむつ、トレーニングパンツ、プルオン衣料、成人用失禁製品、及び生理用ナプキン
などの女性用ケア製品が挙げられる。更に、「吸収性物品」は、１０回以内の使用後、好
ましくは５回以内の使用後、最も好ましくは単一回の使用後に、廃棄され、洗濯又は別の
方法で復元はされないことを意図する「使い捨て吸収性物品」を包含する（ただし特定の
構成要素は、リサイクル、再使用、又は堆肥化されてもよい）。
【００１４】
　本明細書で使用する時、用語「弾性積層体」は一般に、ポリマーフィルム、不織布、織
布、又はスクリムなどの少なくとも１つの基材に取り付けられた、緩慢に回復するエラス
トマーを指す。エラストマーは、当業者に既知の幾つかの結合方法のいずれによって基材
に取り付けられてもよく、接着剤結合、熱接着、圧力接着、超音波結合などが挙げられる
。
【００１５】
　本明細書で使用する時、用語「おむつ」は、一般に幼児及び失禁者により胴体下部の周
囲で着用される吸収性物品を指す。
【００１６】
　本明細書で使用する時、用語「長手方向」は、一般に、物品の最大直線寸法、典型的に
は長手方向軸に平行な方向を意味し、長手方向の４５°の範囲内の方向を包含する。
【００１７】
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　本明細書で使用する時、物品又はその構成要素の「長さ」という用語は、一般に最大直
線寸法の大きさ／距離を指し、又は、典型的には、長手方向軸、物品、又はその部分の大
きさ／距離を指す。
【００１８】
　本明細書で使用する時、用語「横方向」又は「横断方向」は、例えば物品の大部分及び
長手方向軸の同一平面において長手方向にほぼ直交する方向を指し、横断方向は横断方向
軸に平行である。
【００１９】
　本明細書で使用する時、物品又はその構成要素の「幅」という用語は、その物品又はそ
の構成要素の長手方向に直交する、例えば、物品又はその構成要素の長さに直交する寸法
の大きさ／距離を指し、通常は物品又は構成要素の横方向軸に平行な寸法の距離／大きさ
を指す。
【００２０】
　本明細書で使用する時、用語「取り付けられた」は、ある要素を他方の要素に直接固着
することによって、その要素が別の要素に直接固定された構成を包含する。
【００２１】
　本明細書で使用する時、用語「結合された」又は「接続された」は、ある要素を他方の
要素に直接固着することによって、その要素が別の要素に直接固定された構成、並びに、
ある要素を中間部材に固着し、それを次に他の要素に固着することによって、その要素が
他方の要素に間接的に固定された構成を包含する。
【００２２】
　本明細書で使用する時、「弛緩した」又は「弛緩状態」は、物品が水平面上に置かれた
とき、物品に対して（重力などの自然発生的な力以外に）力が加えられていない状態を意
味する。
【００２３】
　本明細書で使用する時、用語「伸張性」及び「伸張可能な」は、例えばエラストマーの
伸張性は、弛緩姿勢の品目の幅又は長さが伸張可能又は増大可能であることを意味する。
【００２４】
　本明細書で使用する時、「伸縮性」又は「伸縮性にされた」は、構成要素が弾性材で作
製された少なくとも部分を含むことを意味する。
【００２５】
　本明細書で使用する時、用語「弾性」、「エラストマー」、及び「エラストマー性」は
、一般に破断又は断裂することなく少なくとも５０％の歪みまで拡張することができ、且
つ、変形力が除去された後、実質的にその元の寸法まで回復することができる材料を指す
。
【００２６】
　本明細書で使用する時、「長手方向軸に沿って」は、長手方向軸に少なくとも部分的に
平行であることを意味する。
【００２７】
　本明細書で使用する時、用語「不透過性」は、一般に、０．９７ｋＰａ（０．１４ｌｂ
／ｉｎ２）以下の圧力下で、流体が物品のＺ方向厚さ全体に浸透しない物品及び要素又は
物品又は要素を指す。好ましくは、不透過性の物品又は要素は、３．４ｋＰａ（０．５ｌ
ｂ／ｉｎ２）以下の圧力下で流体が浸透しない。より好ましくは、不透過性の物品又は要
素は、６．９ｋＰａ（１．０ｌｂ／ｉｎ２）以下の圧力下で流体が浸透しない。不透過性
を決定する試験方法は、２００４年５月１２日出願の米国特許同時継続出願第１０／８４
４，１８２号に記載されているような、ＥＤＡＮＡ　１２０．１－１８又はＩＮＤＡ　Ｉ
ＳＴ　８０．６に準拠する。
【００２８】
　本明細書で使用する時、用語「コポリマー」は、異なる化学構造を有する２種以上のモ
ノマーから合成されたポリマーを指す。
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【００２９】
　本明細書で使用する時、用語「温度に敏感な」及び「温度敏感性」は、低い温度より高
い温度において、指定された時間の後で、より少ない伸張後歪みを示す緩慢に回復するエ
ラストマーを指す。
【００３０】
　本発明の吸収性物品は、緩慢に回復するエラストマーを含む。緩慢に回復するエラスト
マーは、弾性材が所望される場合はいつでも吸収性物品内で使用されてよい。緩慢に回復
するエラストマーは、吸収性物品とは別個で使用されてよい。緩慢に回復するエラストマ
ーは、他の材料又は基材（ポリマーフィルム、不織布、織布、又はスクリムなど）に取り
付けられ、吸収性物品に使用されてよい。緩慢に回復するエラストマーは、エラストマー
性ポリマー、任意で少なくとも１つの修飾樹脂、及び任意で１つ以上の添加物を含む組成
物から調製されてよい。緩慢に回復するエラストマーは、２サイクルヒステリシス試験に
よって測定したとき、３７℃で少なくとも約０．０４Ｎ／ｍｍ２の正規化された除荷力を
示す。緩慢に回復するエラストマーは、伸張後回復試験より測定して、２２℃にて１５秒
の回復後に２０％以上の伸長後歪みを示す。
【００３１】
　必要な正規化された除荷力及び伸長後歪みを備える緩慢に回復するエラストマーを作成
するため、多数のエラストマー性ポリマーを使用することができる。エラストマー性ポリ
マーとして、ホモポリマー（例えば、架橋されたポリ（イソプレン））、ブロックコポリ
マー、ランダムコポリマー、交互型コポリマー、及びグラフトコポリマーが挙げられるが
、これらに限定されない。好適なエラストマー性ポリマーは、スチレン系ブロックコポリ
マー、天然及び合成ゴム、ポリイソプレン、ネオプレン、ポリウレタン類、シリコーンゴ
ム類、炭化水素エラストマー類、アイオノマー類などを含む。
【００３２】
　一実施形態では、エラストマー性ポリマーは、ブロックコポリマーであってもよい。緩
慢に回復するエラストマーを作成するため、多元ブロックコポリマー、先細ブロックコポ
リマー、及び星型ブロックコポリマーなどを包含する、多数のブロックコポリマーが使用
されてもよい。一般に、緩慢に回復するエラストマーに使用するのに適したブロックコポ
リマーは、エラストマー特性と熱可塑性特性の両方を示す。そのようなブロックコポリマ
ーにおいて、硬ブロック（又は部分）は、約２５℃超過のガラス転移温度（Ｔｇ）を有し
てもよく、又は融解温度（Ｔｍ）が約２５℃超過の結晶性又は半結晶性である。好ましく
は、硬ブロックは、約３５℃を超えるＴｇを有するか、又は、約３５℃を超えるＴｍを有
する結晶性又は半結晶性である。硬ブロック部分は通常、スチレン及びα－メチル－スチ
レン又はこれらの組合せなどのビニルアレーン類が含まれる、ビニルモノマーから誘導さ
れる。
【００３３】
　本明細書で言及されるガラス転移温度は、温度勾配方法を使用し周波数１Ｈｚにて材料
の線形弾性領域において実施される、引張り動的機械的分析により決定される。好適には
、約０．３ｍｍ以下の均一な厚さを有するフィルム試料が、約１℃／分以下の温度変化速
度で使用されてもよい。Ｔａｎδのピーク温度が、特定の材料又は相のＴｇとされる。
【００３４】
　本明細書で言及される結晶の融解温度は、１０℃／ｍｉｎの温度勾配率を用いて、示差
走査熱量計により決定される。融解吸熱ピーク温度が、特定の結晶性区域のＴｍとして見
なされる。
【００３５】
　ブロックコポリマーは、軟ブロック（又は部分）を含んでもよい。軟ブロックは一般に
、コポリマーの使用温度においてガラス状又は結晶性の領域を形成しないように、十分に
低いガラス転移温度及び／又は融解温度を示す。一実施形態では、使用温度は、ほぼ室温
（約２２℃）～ほぼ体温（約３７℃）であってもよい。しかしながら、他の使用温度も可
能であって、本発明の範囲内である。そのような軟ブロックは一般に、硬ブロックと物理
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的相溶性がなく、別個の領域、ドメイン、又は相を形成する。
【００３６】
　軟ブロック部分は、共役脂肪族ジエンモノマーから誘導されたポリマーであってもよい
。典型的には、軟ブロックモノマーは、約６個未満の炭素原子を含有する。好適なジエン
モノマーとして、ブタジエン、イソプレンなどが挙げられる。特に好ましい軟ブロックポ
リマーとして、ポリ（ブタジエン）及びポリ（イソプレン）が挙げられる。更に、軟ブロ
ックのＴｇを仕立てるために、軟ブロックが修飾されてもよいと考えられている。例えば
、イソプレンとスチレンのランダムコポリマーが使用されてもよく、又はポリ（イソプレ
ン）上にスチレンのグラフトコポリマーが使用されてもよい。そのような場合、より少な
い量の修飾樹脂が使用できる。
【００３７】
　本発明で使用するのに好適なブロックコポリマーは、少なくとも１つの硬ブロック（Ａ
）と少なくとも１つの軟ブロック（Ｂ）とを含んでもよい。ブロックコポリマーは、多元
ブロックを有してもよい。好ましい実施形態では、ブロックコポリマーは、Ａ－Ｂ－Ａ三
元ブロックコポリマー、Ａ－Ｂ－Ａ－Ｂ四元ブロックコポリマー、又はＡ－Ｂ－Ａ－Ｂ－
Ａ五元ブロックコポリマーであってもよい。また、本明細書で有用であるのは、端末ブロ
ックＡ及びＡ’を有して、Ａ及びＡ’が異なるビニル化合物から誘導されてもよい、三元
ブロックコポリマーである。また、本発明で有用であるのは、１つ以上の硬ブロック及び
／又は１つ以上の軟ブロックを有して、それぞれの硬ブロックが同一又は異なるモノマー
から誘導されてもよく、及びそれぞれの軟ブロックが同一又は異なるモノマーから誘導さ
れてもよい、ブロックコポリマーである。
【００３８】
　コポリマーが残留オレフィン性二重結合を有する場合、望むならば、コポリマーは、部
分的又は完全に水素添加されてもよいことを記さなければならない。飽和は、コポリマー
のエラストマー特性に有益な効果をもたらす可能性が高い。
【００３９】
　エラストマー性ポリマーは、所望の正規化された除荷力および伸長後歪みを実現するた
め、有効な量で緩慢に回復するエラストマーに使用されてもよい。緩慢に回復するエラス
トマーは、一般に、約２０％～約７０％、好ましくは約３０％～約６５％、最も好ましく
は約４５％～約６０％のエラストマー性ポリマーを含んでもよい。
【００４０】
　好ましいエラストマー性ポリマーとしては、スチレン－ブタジエン－スチレン（Ｓ－Ｂ
－Ｓ）、スチレン－エチレン／ブチレン－スチレン（Ｓ－ＥＢ－Ｓ）、スチレン－エチレ
ン／プロピレン－スチレン（Ｓ－ＥＰ－Ｓ）、スチレン－イソプレン－スチレン（Ｓ－Ｉ
－Ｓ）、水素添加ポリスチレン－イソプレン／ブタジエン－スチレン（Ｓ－ＥＥＰ－Ｓ）
、及びそれらの混合物などの、スチレン－オレフィン－スチレン三元ブロックコポリマー
が挙げられる。そのブロックコポリマーは、単独で使用されても、又はブロックコポリマ
ーのブレンド中で使用されてもよい。
【００４１】
　特に好ましいブロックコポリマーとしては、スチレン－ブタジエン－スチレン（Ｓ－Ｂ
－Ｓ）及びスチレン－イソプレン－スチレン（Ｓ－Ｉ－Ｓ）のブロックコポリマーが挙げ
られる。スチレン－ブタジエン－スチレン（Ｓ－Ｂ－Ｓ）及びスチレン－イソプレン－ス
チレン（Ｓ－Ｉ－Ｓ）のそのような直鎖ブロックコポリマーは、テキサス州ヒューストン
（Houston, TX）のデクスコポリマーズ社（Dexco Polymers L.P.）から商標表記ベクター
（Vector）で、及びテキサス州ヒューストン（Houston, TX）のクラトンポリマーズ（Kra
ton Polymers）から商標表記クラトン（Kraton）で商業的に入手可能である。
【００４２】
　様々な修飾樹脂が、この緩慢に回復するエラストマーに使用されてもよい。好適な修飾
樹脂は、好ましくは、エラストマー性ポリマーの軟ブロックと会合又は相混合すべきであ
る。修飾樹脂は、軟ブロックのガラス転移温度を上昇させ、その結果、２２℃で１５秒回
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復した後の伸長後歪みを増加させるのに十分な、高い平均分子量を有するべきである。こ
の理論によって束縛されることを意図しないが、修飾樹脂は、使用中温度における分子緩
和が緩慢になる程度まで、軟質相のＴｇを上昇させると考えられる。これは、伸長後歪み
が比較的高くなることによって証明される。
【００４３】
　緩慢に回復するエラストマーは、約０重量％～約６０重量％の量で修飾樹脂を含んでも
よい。好ましくは、組成物は、約２０％～約５５％、更により好ましくは約３５％～約４
５％の修飾樹脂を含む。
【００４４】
　本明細書で有用である好適な修飾樹脂は、約６０℃～約１８０℃、より好ましくは約７
０℃～約１５０℃、及びより好ましくは約９０℃～約１３０℃の範囲のガラス転移温度を
有してもよい。
【００４５】
　本明細書で有用な好適な修飾樹脂は、好ましくは軟ブロック結合性であるべきである。
修飾樹脂がブロックコポリマーの軟ブロックと相混合するかどうかを決定するに際して、
溶解パラメーターが有用である。一般に、修飾樹脂は、修飾樹脂の溶解パラメーターが軟
ブロック相の溶解パラメーターに近似するように選定される。一般的な軟ブロック相は、
約７．０（ｃａｌ／ｃｍ３）１／２～約９．０（ｃａｌ／ｃｍ３）１／２の溶解度パラメ
ータを有するので、修飾樹脂は類似の溶解度パラメータを有するべきである。例えば、軟
ブロック相の溶解度パラメータが約８（ｃａｌ／ｃｍ３）１／２の場合、修飾樹脂の溶解
度パラメータは、約７．５（ｃａｌ／ｃｍ３）１／２～約８．５（ｃａｌ／ｃｍ３）１／

２であるべきである。修飾樹脂の溶解パラメーターは又、硬ブロックの溶解パラメーター
に近似してもよい。しかしながら、修飾樹脂が軟ブロックと相混合しているのであれば、
硬ブロックの相混合は限定的な意味と解釈されるべきではない。普通のポリマー又は樹脂
の溶解パラメーターのリストは、溶解パラメーターを決定又は概算する方法と共に、ポリ
マーハンドブック（Polymer Handbook）第３版、ウィリーインターサイエンス（Wiley In
terscience）、第７章５１９～５５９頁に見出すことができる。
【００４６】
　本明細書で有用な修飾樹脂として、水素添加のないＣ５炭化水素樹脂類又はＣ９炭化水
素樹脂類、部分的又は完全に水素添加されたＣ５炭化水素樹脂類又はＣ９炭化水素樹脂類
；脂環式樹脂類；テルペン樹脂類；ポリスチレン及びスチレンオリゴマー類；ポリ（ｔ－
ブチルスチレン）又はそのオリゴマー類；ロジン及びロジン誘導体類；クマロンインデン
類；ポリシクロペンタジエン及びそのオリゴマー類；ポリメチルスチレン又はそのオリゴ
マー類；フェノール樹脂類；インデンのポリマー類、オリゴマー類、及びコポリマー類；
アクリレート及びメタクリレートのオリゴマー類、ポリマー類、又はコポリマー類；これ
らの誘導体類；並びにこれらの組合せが挙げられるが、これらに限定されない。好ましく
は、その樹脂は、ｔ－ブチルスチレン、シクロペンタジエン、イソボルニルメタクリレー
ト、メチルメタクリレート、イソブチルメタクリレート、インデン、クマロン、ビニルシ
クロヘキサン、メチルスチレン、及び３，３，５－トリメチルシクロヘキシルメタクリレ
ートから誘導された、オリゴマー類、ポリマー類、及び／又はコポリマー類から成る群か
ら選択される。好ましい修飾樹脂として、脂環式テルペン類、炭化水素樹脂類、脂環式樹
脂類、ポリ－β－ピネン、テルペンフェノール樹脂、及びこれらの組合せも挙げられる。
「Ｃ５炭化水素樹脂類」及び「Ｃ９炭化水素樹脂類」は、米国特許第６，３１０，１５４
号にて開示されている。
【００４７】
　一般に、より好ましい特性を有する緩慢に回復するエラストマーを得るため、様々な添
加剤が用いられてもよい。例えば、安定剤、酸化防止剤、及び静菌剤が、緩慢に回復する
エラストマーの、熱及び酸化による、並びに生化学的な劣化を防ぐために用いられてもよ
い。一般に、１つ又は複数の添加剤は、緩慢に回復するエラストマーの総重量の約０．０
１％～約６０％を占めてもよい。別の実施形態では、組成物は、約０．０１％～約２５％
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を含む。別の好適な実施形態では、組成物は、添加物の約０．０１重量％～約１０重量％
を含む。
【００４８】
　様々な安定剤及び酸化防止剤が、当該技術分野において周知であり、高分子量ヒンダー
ドフェノール類（すなわち、ヒドロキシル基に近接して立体的なかさばった基を有するフ
ェノール化合物類）、多機能フェノール類（すなわち、イオウ及びリンを含む基を有する
フェノール化合物類）、トリス－（Ｐ－ノニルフェニル）－ホスファイトなどのリン酸塩
類、ヒンダードアミン類、及びこれらの組合せなどが挙げられる。代表的なヒンダードフ
ェノール類としては、ｔ－ブチルヒドロキシキノン、１，３，５－トリメチル－２，４，
６－トリス（３－５－ジ－第三－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）ベンゼン、ペンタエ
リスリトールテトラキス－３（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル
）プロピオネート、ｎ－オクタデシル－３（３，５－ジｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキ
シフェニル）プロピオネート、４，４’－メチレンビス（４－メチル－６－ｔｅｒｔブチ
ルフェノール）、４，４’－チオビス（６－ｔｅｒｔ－ブチル－ｏ－クレゾール）、２，
６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール；６－（４－ヒドロキシフェノキシ）－２，４－ビ
ス（ｎ－オクチルチオ）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（４－ヒドロキ
シ－３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－フェノキシ）－１，３，５－トリアジン、ジ－ｎ－
オクタデシルー３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート（
ydroxybenzylphosphonate）、２－（ｎ－オクチルチオ）エチル－３，５－ジ－ｔｅｒｔ
－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、及びソルビトールヘキサ－（３，３，５－ジ－
ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネートが挙げられる。独占的に市
販される安定剤及び／又は酸化防止剤が、様々なウィングステイ（登録商標）、チヌビン
（登録商標）、及びイルガノックス（登録商標）製品を包含する、多数の商標名で利用可
能である。
【００４９】
　様々な静菌剤が当該技術分野において既知であり、緩慢に回復するエラストマーの中に
添加剤として包含されてもよい。好適な抗菌剤の例として、ベンゾエート類、フェノール
類、アルデヒド類、ハロゲンを含む化合物類、窒素化合物類、水銀などの金属を含む化合
物類、亜鉛化合物類、及びスズ化合物類などが挙げられる。代表的な静菌剤は、チバ・ス
ペシャルティ・ケミカル・コーポレーション（Ciba Specialty Chemical Corporation）
（ニューヨーク州タリータウン（Tarrytown））からイルガサン（Irgasan）ＰＡの商品名
で入手可能な、２，４，４’－トリクロロ－２’－ヒドロキシ－ジフェニル－エーテルで
ある。
【００５０】
　その他の任意添加物として、熱可塑性ポリマー又は熱可塑性ポリマー組成物が挙げられ
、これはブロックコポリマーの硬ブロック又はセグメントと優先的に会合する。理論に束
縛されるものではないが、これらの熱可塑性ポリマーは、硬相の絡み合った三次元ネット
ワーク構造に取り込まれると考えられている。この絡み合ったネットワーク構造は、エラ
ストマー性組成物の引張り弾性及び応力緩和特性に改善をもたらすことができる。エラス
トマー性ポリマーがスチレンブロックコポリマーを含む場合、ポリフェニレンオキサイド
、並びにスチレン、α－メチルスチレン、パラメチルスチレン、他のアルキルスチレン誘
導体類、ビニルトルエン、及びそれらの混合物などのモノマー由来のビニルアレーンポリ
マーなどの熱可塑性ポリマー添加剤は、一般にブロックコポリマーのスチレン硬ブロック
と化学的に適合性であると考えられるので、本発明において有用である。
【００５１】
　様々な粘度の変性剤、加工助剤、スリップ剤、又は粘着防止剤を、例えば処理特性又は
表面特性が改善された緩慢に回復するエラストマーを得るため、添加剤として用いること
ができる。加工助剤には、加工油が含まれており、これらは、当該技術分野において周知
であって、合成及び天然油類、ナフテン系油類、パラフィン系油類、オレフィンオリゴマ
ー類及び低分子量ポリマー類、植物油類、動物油類、及び水素添加変成物が含まれるそれ



(10) JP 4987860 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

らの誘導体類が挙げられる。加工油には又、そのような油の組合せが組み込まれてもよい
。特に好ましい加工油は、鉱物油である。粘度調節剤も当該技術分野において周知である
。例えば、石油抽出ワックスを使用すると、熱加工中の緩慢に回復するエラストマーの粘
度を低下させることができる。好適なワックスとして、低い数平均分子量（例えば６００
～６０００）のポリエチレン、パラフィンワックス及びマイクロクリスタリンワックスな
どの石油系ワックス類、アタクチックポリプロピレン、フィッシャー・トロプシュワック
スのような一酸化炭素と水素の重合により製造される合成ワックス類、及びポリオレフィ
ンワックス類などが挙げられる。
【００５２】
　様々な着色剤及び充填剤が当該技術分野において既知であり、添加剤として緩慢に回復
するエラストマーに包含されてもよい。着色剤は、染料と二酸化チタンなどの顔料とを包
含することができる。充填材には、タルク及びクレーのような物質が含まれてもよい。他
の添加剤としては、染料、紫外線吸収剤、臭気抑制剤、香料、充填剤、乾燥剤などを挙げ
ることができる。
【００５３】
　本発明の緩慢に回復するエラストマーは、特有の弾性特性及び回復特性を示す。緩慢に
回復するエラストマーは、２サイクルヒステリシス試験によって測定したとき、３７℃で
約０．０４Ｎ／ｍｍ２を超える正規化された除荷力を示す。３７℃で約０．０４Ｎ／ｍｍ
２未満の正規化された除荷力は、吸収性物品内のエラストマーとして使用するのには不十
分であると考えられる。３７℃において約０．０４Ｎ／ｍｍ２未満の正規化された除荷力
を有する材料は、吸収性物品を着用者の皮膚にぴったり合わせて密着して保持することが
できない。好ましくは、緩慢に回復するエラストマーは、３７℃において約０．０８Ｎ／
ｍｍ２を超える正規化された除荷力を示し、及び最も好ましくは、３７℃において約０．
１２Ｎ／ｍｍ２を超える正規化された除荷力を示す。
【００５４】
　従来のエラストマー（つまり、デクスコ・ポリマーズ（Dexco Polymers L.P.）（テキ
サス州ヒューストン（Houston）））のベクター（Vector）４２１１などの使い捨て吸収
性物品に一般的に使用されるもの）は、２２℃における１５秒の回復後に最小の伸長後歪
みを示す。定性的に、従来のエラストマーは「反発」を示す（即ち、エラストマーは、延
伸状態から弛緩された後、比較的急速に収縮する）。従来のエラストマーを備える伸縮性
トップシートを含むおむつの場合、おむつを延伸し、それを解放したときにエラストマー
は比較的急速に収縮し、それによっておむつは折り重なり、結果としておむつを上手く位
置付けて、適用することが困難になる。対照的に、本発明の緩慢に回復するエラストマー
は、伸長後回復試験によって測定したとき、２２℃で１５秒回復した後、少なくとも約２
０％の伸長後歪みを示す。他の実施形態では、緩慢に回復するエラストマーは、２２℃で
１５秒回復した後、少なくとも約５０％の伸長後歪みを示す。他の好適な実施形態では、
緩慢に回復するエラストマーは、２２℃で１５秒回復した後、約７５％～約１５０％の伸
長後歪みを示す。しかしながら、２２℃で１５秒回復した後の伸長後歪みは、約１７０％
を超えてもよい。
【００５５】
　更に、本発明の緩慢に回復するエラストマーは、２２℃で３０秒、６０秒、又は３分回
復した後、特定の伸長後歪みを示してもよい。特定の実施形態では、緩慢に回復するエラ
ストマーは、２２℃で３０秒回復した後、少なくとも約７０％の伸長後歪みを示してもよ
い。他の実施形態では、緩慢に回復するエラストマーは、２２℃で６０秒回復した後、少
なくとも約４０％の伸長後歪みを示してもよい。
【００５６】
　緩慢に回復するエラストマーは温度応答性を示してもよい。一実施形態において、温度
応答性の緩慢に回復するエラストマーは、３２℃で１５秒回復した後に、２２℃で１５秒
回復した後の伸長後歪みよりも少なくとも３５％少ない伸長後歪みを示してもよい。好ま
しくは、伸長後歪みにおいて少なくとも５０％の削減が示される。最も好ましくは、伸長
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後歪みにおいて少なくとも７５％の削減が示される。温度応答性を示す緩慢に回復するエ
ラストマーは、おむつの適用を更に容易にし得ると考えられる。おむつがほぼ室温（例え
ば、約２２℃）で適用されたとき、緩慢に回復するエラストマーは、規定の期間において
比較的高い伸長後歪みを示す。おむつを適用する際、緩慢に回復するエラストマーは、部
分的には着用者の皮膚に近接することに起因して温度が上昇するであろう。緩慢に回復す
るエラストマーの温度が上昇し、ほぼ体温（例えば、約３２℃）に近付くにしたがって、
削減された伸長後歪みが示される。温度敏感性は、「跳ね戻り」無しにおむつを適用する
ことを可能とし、一方、適用後の回復の増加をもたらす。
【００５７】
　本発明の緩慢に回復するエラストマーは、様々な形態のものであってもよい。緩慢に回
復するエラストマーの形態としては、フィルム、バンド、ストランド、個別化された繊維
、又はそれらの組み合わせが挙げられるが、それらに限定されない。更に、緩慢に回復す
るエラストマーは、上記のいずれの形態をとってもよく、また、本発明の特有の回復速度
を示さない従来の伸縮素材（即ち、２２℃で１５秒回復した後、少なくとも約５０％の伸
長後歪みを示さない伸縮素材）と更に組み合わされてもよい。緩慢に回復するエラストマ
ーは、様々な物品に利用されてもよい。ただし、組成物は、吸収性物品、特におむつなど
の使い捨て吸収性物品内で特定の効果を有する。緩慢に回復するエラストマーは、吸収性
物品内に一般的に存在する従来のエラストマーの代わりに、又はそれに加えて使用されて
もよい。緩慢に回復するエラストマーは、他の材料又は基材（ポリマーフィルム、不織布
、織布、又はスクリムなど）と別個に使用されるか、結合されて良い。
【００５８】
　次に続く実施形態では、吸収性物品は、おむつ２０の形体である。本発明の弾性積層体
は、弾性材が所望される場合はいつでも、前記実施形態で使用できる。図１は、延伸され
て実質的に平らな状態のおむつ２０を平面図で示す。着用者の近くに位置するおむつ２０
の表面（すなわち着用者に面する表面）が示されている。おむつ２０の一部は、下に存在
する構造体をより明瞭に示すために、切り欠いてある。おむつ２０の１つの端部分は、お
むつ２０の第一の腰部区域３６として構成されてもよい。反対側の端部分は、おむつ２０
の第二の腰部区域３８として構成されてもよい。おむつ２０の中間部分は、第一の腰部区
域３６と第二の腰部区域３８の間を長手方向に延びる股部区域３７として構成されてもよ
い。股部区域３７は、おむつ２０が着用された時に、概ね着用者の脚の間に位置するおむ
つ２０の部分である。腰部区域３６及び３８は一般に、着用された時に、着用者の腰を取
り囲むおむつ２０の腰部部分を含んでもよい。腰部区域３６及び３８には、着用者の腰部
周りにギャザーを寄せて適合及び収容の改善をもたらすことができる、又はランディング
区域２９に締着できるタブ２７などの締着装置の使用により、通常は腰部回りにギャザー
を寄せて腰部回りを締め付けられ、要素が含まれてもよい。
【００５９】
　おむつ２０は、２つの長手方向縁部７０及び２つの横方向縁部７２を含んでもよい。お
むつ２０はまた、線ｘとして表される長手方向軸を有してもよい。おむつはまた、線ｙと
して表される横方向軸を有してもよい。
【００６０】
　おむつ２０は、部分的に、完全に、または伸縮性でない少なくとも１つのトップシート
（図１は２４ａ及び２４ｂと表される２つのトップシート示す）、バックシート２６、及
びトップシート２４ｂとバックシート２６との間に入れられる吸収性コア２８を含んで良
い。おむつには又、サイドパネル４８、ランディング区域２９に固定可能な締着タブ２７
が含まれてもよい締着装置、一対以上のレッグカフ８０、及び／又は腰部機構５０が含ま
れてもよい。
【００６１】
　おむつ２０は、２枚以上のトップシートを備えてもよい。図１において、おむつは２枚
のトップシート、伸縮性トップシート２４ａ及び二次トップシート２４ｂを示す。二次ト
ップシート２４ｂは、おむつ２０の幅を延びてもよく、及び吸収性コア２８の着用者に面
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する表面に隣接して配置されてもよい。二次トップシート２４ｂは、糞便の襲来が吸収性
コア２８に悪影響を与えないように使用されてもよい。２枚のトップシートを含むおむつ
では一般に、二次トップシート２４ｂが、おむつ２０の衣類に面する表面に近接するトッ
プシートであり、一方、伸縮性トップシート２４ａが、着用者に面する表面に近接する。
二次トップシート２４ｂは、当該技術分野において既知のいずれかの取付け手段によって
、コア２８及び／又はバックシート２６に結合されてもよい。トップシート２４ａ及び２
４ｂを結合するのに好適な取付け手段は、以下で説明されるような、バックシート２６を
おむつ２０の他の要素に結合するための手段と同一である。本発明の一実施形態では、ト
ップシート２４ａ及び２４ｂとバックシート２６は、それぞれの長手方向縁部７０及び横
方向縁部７２に沿って結合される。伸縮性トップシート２４ａと二次トップシート２４ｂ
は、それらの長手方向縁部７０又は横方向縁部７２の１つ以上に沿って結合されてもよく
、それらの接触している平面のかなりの部分に沿っては結合されなくてもよい。ある実施
形態では、二次トップシート２４ｂは、コア２８に取り付けられない。
【００６２】
　二次トップシート２４ｂは、液体透過性であって、液体がその厚さを容易に貫通可能で
あってもよい。伸縮性トップシート２４ａは、好ましくは、順応性があり、感触が柔らか
く、着用者の皮膚に刺激がない。伸縮性トップシート２４ａは、吸収性コア２８に収容さ
れた液体を着用者の皮膚から隔てるために、疎水性であってもよい。
【００６３】
　好適なトップシートは、多孔質発泡体、網状発泡体、孔あきプラスチックフィルム、又
は天然繊維（例えば木材繊維又は木綿繊維）、合成繊維（例えばポリエステル繊維又はポ
リプロピレン繊維）、又は天然繊維と合成繊維の組合せである織布又は不織布材料などの
、広範な材料で製造されてもよい。トップシートに繊維が含まれる場合、その繊維は、ス
パンボンド、カード加工、湿式積層、メルトブローン、水流交絡、又は当該技術分野にお
いて既知の他の方法で加工されてもよい。親水性処理されたスパンボンドポリプロピレン
のウェブを含む１つの好適な二次トップシート２４ｂは、例えば、ＢＢＡファイバーウェ
ブ（Fiberweb）（テネシー州，オールドヒッコリー（Old Hickory））により表記Ｐ１０
又は０５５ＳＬＰＩ０９Ｅとして入手可能である。好適な成形フィルムのトップシートは
、米国特許第３，９２９，１３５号、第４，３２４，２４６号、第４，３４２，３１４号
、第４，４６３，０４５号、及び第５，００６，３９４号に記載されている。他の好適な
従来のトップシート２４ｂが、米国特許第４，６０９，５１８号及び同第４，６２９，６
４３号に従って作製されてよい。代表的な形成フィルムとして、「ドライ－ウイーブ（DR
I-WEAVE）」及び「クリフ－Ｔ（CLIFF-T）」が挙げられ、両方ともバージニア州リッチモ
ンド（Richmond, VA）のトレデガー社（Tredegar Corporation）から入手可能である。
【００６４】
　特定の実施形態では、二次トップシート２４ｂ及び伸縮性トップシート２４ａの少なく
とも一部は、着用者の皮膚を吸収性コア２８に収容された液体から隔離するために、疎水
性の材料を含んでもよく、又は疎水性になるように処理されてもよい。疎水性は、以下に
記載するように、製造プロセスから親水性化処理工程の排除、及び／又はフルオリル（fl
uoryl）、パラフィン、又はコグニス社（Cognis Corporation）によるリペランＺＮ（Rep
ellan ZN）のようなシリコーン系化合物、同時係属米国仮出願６０／５４３，７８５（２
００４年２月１１日出願）に記載されるような疎水性表面コーティング、又は疎水性ロー
ション組成物などのトップシート２４ａ及び２４ｂへの疎水性化処理剤の適用の排除によ
って達成されてよい。二次トップシート２４ｂが疎水性材料から作製される場合、好まし
くはその上面の少なくとも一部は、親水性であるように処理されて、液体はトップシート
を通ってより迅速に移動する。二次トップシート２４ｂは、界面活性剤で処理することに
より、又は界面活性剤をトップシート中に組み込むことにより、親水性にすることができ
る。二次トップシート２４ｂを界面活性剤で処理する好適な方法としては、材料に界面活
性剤を噴霧する、及び／又は材料の界面活性剤への浸漬する方法が挙げられる。そのよう
な処理及び親水性のより詳細な説明が、米国特許第４，９８８，３４４号及び第４，９８
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８，３４５号に含まれている。トップシート中に界面活性剤を組み込むための幾つかの好
適な方法のより詳細な説明は、米国法定発明登録番号Ｈ１６７０（アジズ（Aziz）ら、１
９９７年７月１日公開）に見出すことができる。又は、二次トップシート２４ｂには、疎
水性の孔あきウェブ又はフィルムが含まれてもよい。そのような実施形態では、開口は、
尿のような水性流体が著しい抵抗を受けることなく浸透できるように、十分大きいことが
好ましい。
【００６５】
　伸縮性トップシート２４ａ単体よりも、トップシート２４ａ及び２４ｂの任意の部分が
当該技術分野で既知であるローションで被覆されてよい。好適なローションの例として、
米国特許第５，６０７，７６０号、第５，６０９，５８７号、第５，６３５，１９１号、
第５，６４３，５８８号、及び第５，９６８，０２５号に記載されるものが挙げられる。
ローションは、単独で又は以上に記載された疎水性化処理剤のような別の剤との組み合わ
せにおいて機能してもよい。トップシートは又、米国法定発明登録番号Ｈ１７３２（ジョ
ンソン（Johnson）、１９９８年６月２日公開）にて開示されるような、抗菌剤が含まれ
るか又はこれで処理されてもよい。更に、トップシート２４ａ及び２４ｂ、バックシート
２６、又はトップシート又はバックシートの任意の部分は、より布様外観をもたらすため
に、エンボス加工及び／又はつや消し仕上げされてもよい。
【００６６】
　おむつ２０は、伸縮性トップシート２４ａを貫くスリット開口部３０を含んでもよい。
スリット開口部３０は、糞便排出物がスリット開口部３０を通過して、伸縮性トップシー
ト２４ａと二次トップシート２４ｂとの間に形成された空隙空間７５に入るように、配置
されてもよい。二次トップシート２４ｂが無い他の実施形態では、空隙空間７５は、伸縮
性トップシート２４ａと吸収性コア２８及び／又は下に存在する副層、獲得層などの他の
層との間に形成されてもよい。空隙空間７５は、体外排泄物を捕捉する、又はカプセル封
入する。空隙空間７５は、おむつ２０の２つの要素の間に形成されてもよいとも考えられ
ており、トップシート（従来型又は伸縮性トップシートいずれでも）とバックシート２６
、獲得層とコア２８、コア２８とバックシート２６などが挙げられるが、これらに限定さ
れない。
【００６７】
　スリット開口部３０は、体外排泄物が通過できるような形状であってもよい。好適な形
状のスリット開口部３０の例は、図１に示されるような六角形のスリット開口部３０であ
る。しかしながら、他の形状及び大きさのスリット開口部３０も可能なことが当業者には
明らかであろう。
【００６８】
　伸縮性トップシート２４ａは、伸縮部材３１、３２を含んでもよい。伸縮部材３１、３
２は、スリット開口部３０の長手方向縁部４０の少なくとも一部に沿って配置されてもよ
い。スリット開口部の長手方向縁部４０は、伸縮部材３１、３２により供給される弾性力
のみによって、又は所望により身体に粘着する接着剤の使用によって、着用者の皮膚に当
たって保持されて、ゆがみの無いスリット開口部３０を糞便が貫通可能としてもよい。伸
縮部材３１、３２は、伸縮性トップシート２４ａが着用者の皮膚への密着を維持すること
を助けてもよい。伸縮部材３１、３２は又、肛門周辺を包む臀部溝に沿ってスリット開口
部３０の位置が保持されるのを助けてもよい。
【００６９】
　伸縮部材３１、３２は、フィルム、バンド、スタンド、スクリムの形態、又は伸縮性ト
ップシート２４ａに結合されることができる任意の他の形態をとる、本発明の緩慢に回復
するエラストマーであってよい。伸縮部材３１、３２は、他の従来型「急速」弾性材を含
んでもよく、アイルランドのフルフレックスインターナショナル（Fulflex Internationa
l）により供給されるような合成ゴム、デラウエア州ウィルミントン（Wilmington, DE）
のインビスタ社（Invista Inc.）から入手可能なリクラ（Lycra：登録商標）などのポリ
ウレタン、又はバージニア州リッチモンド（Richmond, VA）のトレデガー社（Tredegar C
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orporation）から入手可能なＶＦＥ材料などが挙げられる。緩慢に回復するエラストマー
は、当該技術分野において周知のいずれかの方法により伸縮性トップシート２４ａに接合
されてもよく、熱接合及び接着剤（例えば、ＨＢフーラー社（H.B. Fuller Company）か
ら入手可能なＨＬ－１６２０）の使用などが挙げられる。弾性積層体３１、３２は、スリ
ット開口部３０の長手方向縁部４０に沿って配置されてもよい。弾性積層体３１、３２は
、好ましくは、前側弾性積層体４３、４４及び／又は後ろ側弾性積層体４５、４６を有す
るＸ形状で、スリット開口部３０から腰部区域の方向へ延びてもよい。弾性積層体は、存
在する場合に、ウエストバンドに取り付けられてもよい。
【００７０】
　伸縮部材３１、３２は、伸縮性トップシート２４ａに形成されて取り付けられる弾性積
層体であってよい。弾性積層体の構造は当該技術分野において周知である。弾性積層体を
形成する１つの方法においては、弾性スタンド、バンド、フィルム等は延伸形体である間
に基材に取り付けられる。取り付けた後に弾性ストランドは弛緩され、それによって基材
をひだ寄せし弾性積層体を作ることができる。代替方法では、弾性ストランド又はフィル
ムは、弛緩した形体又は部分的に延伸された形体のいずれかで、１つ以上の基材に取り付
けることができる。結果として得られる構造体は、基材を恒久的に伸長するが弾性スタン
ド又は層は一時的にのみ伸長する伸長プロセスをその構造体に施すことによって、延伸可
能に（又は、部分的に延伸されたスタンド又はフィルムの場合は更に延伸可能に）するこ
とができる。そのようなプロセスは、「ゼロ歪み」弾性積層体の形成として当該技術分野
において既知であり、そのような構造体の伸張は、ローラー、係合歯などの好適な手段で
達成されてもよい。ゼロ歪活性化プロセス、及び結果として生じる弾性積層体の形成の例
は、米国特許第５，１６７，８９７号（ウェバー（Weber）らに発行された）及び米国特
許第５，１５６，７９３号（ブエル（Buel）らに発行された）に記載されている。弾性積
層体を形成する他の方法も従来から存在し、本説明の範囲内である。
【００７１】
　図２は延伸されて実質的に平らな状態の図１のおむつ２０の斜視図を示す。伸縮性トッ
プシート２４ａは、折り畳み８２を含んでもよく、これは、約１Ｎ未満のような小さな力
が伸縮性トップシート２４ａに付加された時に広がる。折り畳み８２により、着用中に伸
縮性トップシート２４ａの伸びが可能になる。例えば、排泄物を受け取って、二次トップ
シート２４ｂ、バックシート２６、及びコア２８が、より重くなって垂れ下がり始めた時
、折り畳み８２が真直ぐになることができ、このようにして、伸縮性トップシート２４が
伸びて、着用者の皮膚に近接した位置に留まることが可能になる。また、伸縮性トップシ
ート２４ａのコア２８に対する取付けが限定されているか又は無いので、おむつ２０によ
り受け取られた排泄物の重量のためにコア２８及びバックシート２６が下向きに引っ張ら
れる時、伸縮性トップシート２４ａ及びスリット開口部３０は、コアと共に自動的に移動
することがなく、むしろ着用者の皮膚に当たって又は着用者にごく近接して留まる。移動
を最小限にする又は防ぐことにより、スリット開口部３０は横寸法が著しく広がることが
なく、したがって皮膚が糞便と接触する可能性が最小限であると考える。
【００７２】
　図３ａ～ｂは、図１のｙ（すなわち横軸）で表される断面線に沿って切り取ったおむつ
２０の断面図である。おむつ２０は、伸縮性トップシート２４ａ及び伸縮部材３１、３２
が着用者８３に近接するように、着用者８３により着用されている。長手方向縁部４０は
、糞便の襲来を受け止めるために、スリット開口部３０が臀部溝８４に沿って位置するよ
うに、位置付けられている。長手方向縁部４０及びスリット開口部３０の位置は、伸縮性
トップシート２４ａ上への糞便の襲来を防ぐように、臀部溝８４に関して位置付けられて
もよい。図３ａは、排泄物を受け取る前のおむつを示す。図３ｂでは、おむつ２０が、排
泄物８６を受取り済みである。排泄物８６は、スリット開口部３０を通過して空隙空間７
５へ入り、二次トップシート２４ｂ上に堆積される。今やこの増加荷重を有する二次トッ
プシート２４ｂ、コア２８、及びバックシート２６は、下向きにｚ方向（すなわち、垂れ
を示す）へ移動する可能性がある。しかしながら、伸縮部材３１、３２及びスリット開口
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部３２は、図３ａに示される元の位置から実質的に移動していない。伸縮性トップシート
２４ａ内に存在する折り畳みが広がって（すなわち、真直ぐになる、又は開く）、バック
シート２６、コア２８、及び二次トップシート２４ｂの下向き方向の伸びを補う。
【００７３】
　別の実施形態では、伸縮性トップシート２４ａ及び二次トップシート２４ｂは両方とも
、本発明の弾性積層体を含んでもよい。他の実施形態において、おむつ２０は、「カフ付
き物品（Articles with Cuffs）」と題された、２００４年１月２６日に出願されたジョ
ーグ・ミューラー（Joerg Mueller）らに対する米国特許出願第１０／７６４，９３９号
（米国公開公報ＵＳ２００４／０１９３１３４　Ａ１）、ロー（Roe）らに対する米国特
許第６，４８２，１９１号、「伸縮性トップシートを有する物品（Articles with Elasti
cated Topsheets）」と題された、２００４年１月２６日に出願されたジョーグ・ミュー
ラー（Joerg Mueller）らに対する米国特許出願第１０／７６４，８５０号（米国公開公
報ＵＳ２００４／０１６２５３８　Ａ１）、及び「マスキングトップシートを有する使い
捨て吸収性物品（Disposable Absorbent Articles With Masking Topsheet）」と題され
た、２００３年１１月７日に出願されたアニャ・ホフマン（Anja Hoffmann）らに対する
米国特許出願第１０／７０３，２３９号（米国公開公報ＵＳ２００４／００９２９０２　
Ａ１）、「改良したトップシートを有する使い捨て吸収性物品（Disposable Absorbent A
rticle With Improved Topsheet）」と題された、２００３年１１月７日に出願されたア
ニャ・ホフマン（Anja Hoffmann）らに対する米国特許出願第１０／７０３，２３３号（
米国公開公報ＵＳ２００４／００９２９００　Ａ１）で例示されるように、様々な他の形
態及び構造をとってよい。本発明の緩慢に回復するエラストマーは、参照される出願にお
いて記載されるような弾性領域、バンド、又は部材で代替されてよい。
【００７４】
　バックシート２６は、一般的に、吸収性コア２８の衣類に面する表面に隣接して配置さ
れるおむつ２０の部分であり、吸収して中に収容する排出物がおむつ２０と接触する可能
性があるベッドシーツや下着などの物品を汚すことを防ぐ。ある実施形態では、バックシ
ート２６は、液体（例えば尿）に対して不透過性であり、及び厚さが約０．０１２ｍｍ（
０．５ミル）～約０．０５１ｍｍ（２．０ミル）の熱可塑性フィルムのような薄いプラス
チックフィルムを含む。好適なバックシートフィルムとしては、バージニア州リッチモン
ド（Richmond, VA）のトレデガー（Tredegar）社により製造されて商標名ＣＰＣ２フィル
ムで販売されるものが挙げられる。他の好適なバックシート材料として、おむつ２０から
蒸気を逃すものの、それでも排出物がバックシート２６を通過することを防ぐ、通気性材
料を挙げることができる。代表的な通気性材料としては、織布ウェブ、不織布ウェブ、フ
ィルムコーティングされた不織布ウェブのような複合材料、日本の三井東圧（Mitsui Toa
tsu Co.）によりＥＳＰＯＩＲ　ＮＯの表記で製造され及びバージニア州リッチモンド（R
ichmond, VA）のトレデガー（Tredegar）社により製造されてＥＸＡＩＲＥの表記で販売
されるもののようなミクロ孔質フィルム、並びにオハイオ州シンシナティ（Cincinnati）
のクロペイ社（Clopay Corporation）によりＨＹＴＲＥＬブレンドＰ１８－３０９７の名
称で製造されるもののようなモノリシックフィルムなどの材料を挙げることができる。幾
つかの通気性複合材料が、ＰＣＴ出願国際公開特許ＷＯ９５／１６７４６、米国特許第５
，９３８，６４８号、第５，８６５，８２３号、及び第５，５７１，０９６号にて更に詳
細に説明されている。
【００７５】
　バックシート２６又はそのいずれかの部分は、一方向以上に弾性的に延伸性であってよ
い。一実施形態では、バックシート２６は、米国特許第５，５１８，８０１号にて更に詳
細に説明されているような、構造的に弾性体様のフィルム（structural elastic-like fi
lm）（「ＳＥＬＦ」）ウェブを含んでもよい。別の実施形態では、バックシート２６は、
エラストマー性フィルム、発泡体、ストランド、又はこれら又は他の好適な材料と不織布
又は合成フィルムとの組み合わせを含んでもよい。
【００７６】
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　バックシート２６は、当該技術分野で既知のいずれかの取付け手段によって、トップシ
ート２４ａ及び２４ｂ、吸収性コア２８、及び／又はおむつ２０の他のいずれかの要素に
結合されてもよい。取付け手段として、例えば、接着剤の均一な連続層、接着剤の模様付
き層、又は接着剤の分離線、らせん、又は点の配列を挙げてもよい。１つの好ましい取付
け手段は、米国特許第４，５７３，９８６号にて開示されるような、接着剤のフィラメン
トの開放パターン網状組織を含む。他の好適な取付け手段として、米国特許第３，９１１
，１７３号、第４，７８５，９９６号、及び第４，８４２，６６６号に示される装置及び
方法により説明されるような、らせん模様に渦を巻く接着剤の糸状の幾つかの線が挙げら
れる。満足のいくものであることが判明した接着剤は、ミネソタ州セントポールのＨ．Ｂ
．ミネソタ州セントポール（St. Paul）のフラー社（H.B.Fuller Company）によって製造
され、ＨＬ－１６２０及びＨＬ－１３５８－ＸＺＰとして市販されている。或いは、取付
け手段は、熱接着、圧力接着、超音波接着、動的機械的接着、又は当該技術分野で既知の
いずれか他の好適な取付け手段、又はこれら取付け手段の組み合わせを含んでもよい。
【００７７】
　吸収性コア２８は、一般に圧縮性で、適合性があり、着用者の皮膚に刺激がないと共に
、尿、及びその他のある種の排泄物などの液体を吸収して保持できる、いかなる吸収性材
料をも含んでよい。吸収性コア２８は、多種多様な寸法及び形（例えば、長方形、砂時計
形、「Ｔ」字形、非対称形など）で製造されてもよく、並びに使い捨ておむつ及び他の吸
収性物品に通常使用される多種多様な液体吸収性材料を含んでもよく、例えば一般にエア
フェルトと呼ばれる粉砕木材パルプなどがある。その他の好適な吸収性材料の例には、捲
縮セルロース塊；コフォームが含まれるメルトブローンポリマー；化学的に剛化、変性、
又は架橋されたセルロース繊維；ティッシュラップ及びティッシュ構造体が含まれるティ
ッシュ；吸収性発泡体；吸収性スポンジ；超吸収性ポリマー；吸収性ゲル材料；又は他の
いずれか既知の吸収性材料；又は材料の組み合わせが挙げられる。
【００７８】
　吸収性コア２８の構成及び構造は又、変化してもよい（例えば、吸収性コア（単数又は
複数）又は他の吸収性積層体（単数又は複数）は、変化するキャリパーの区域、親水性の
勾配（単数又は複数）、超吸収性の勾配（単数又は複数）、又はより低い平均密度及びよ
り低い平均坪量の獲得区域を有してもよく、又は１つ以上の層又は構造を含んでもよい）
。吸収性コア２８として使用するための代表的な吸収性構造が、米国特許第４，６１０，
６７８号、第４，６７３，４０２号、第４，８３４，７３５号、第４，８８８，２３１号
、第５，１３７，５３７号、第５，１４７，３４５号、第５，３４２，３３８号、第５，
２６０，３４５号、第５，３８７，２０７号、及び第５，６２５，２２２号に記載されて
いる。
【００７９】
　おむつ２０には、締着装置が含まれてもよい。締着装置は、好ましくは、おむつ２０の
周辺まわりに横方向の張力をもたらしておむつ２０を着用者上に保持するような構成に、
第一の腰部区域３６と第二の腰部区域３８を維持する。締着装置には通常、少なくとも１
つの係合構成要素と少なくとも１つの受け構成要素とが含まれる。代表的な締着装置は、
ランディング区域２９に固定できる締着タブ２７を含む。他の代表的な締着装置としては
、その他の既知の締着手段も一般的には受容可能であるが、テープ状ひも、フック・ルー
プ式締着構成要素、タブとスロットなどの噛み合い締着具、バックル、ボタン、スナップ
、接着剤、粘着剤、及び／又は両性型締着構成要素などが挙げられ、これらに限定されな
い。他の代表的な表面締着装置が、米国特許第３，８４８，５９４号、第４，６６２，８
７５号、第４，８４６，８１５号、第４，８９４，０６０号、第４，９４６，５２７号、
第５，１５１，０９２号、及び第５，２２１，２７４号にて開示されている。代表的な噛
み合い締着装置は、「吸収性物品締着装置（Absorbent Article Fastening Device）」と
題された米国特許第６，４３２，０９８号に記載されている。締着装置はまた、米国特許
第４，９６３，１４０号に記載されるように、使い捨て構成における物品の保持部材を提
供する。締着装置には又、米国特許第４，６９９，６２２号にて開示されているように、
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１次及び２次締着装置が含まれてもよい。締着装置は又、米国特許第５，２４２，４３６
号、第５，４９９，９７８号、第５，５０７，７３６号、第５，５９１，１５２号にて開
示されているように、重なり合い部分の変動を減少又は適合を改善したりしてもよい。
【００８０】
　おむつ２０は、おむつ２０の長手方向縁部７０に沿って、典型的にはバックシート２６
に取り付けられるレッグカフ８０を含んでよい。またレッグカフ８０は、レッグバンド、
サイドフラップ、バリアカフ、又は弾性カフと呼んでもよい。さらに、おむつは、液体及
び他の身体排出物の収容性を改善する１つ以上の第一カフを含んでよい。また第一カフは
、外側レッグカフ、レッグバンド、サイドフラップ、レッグカフ、又は弾性カフと呼んで
もよい。更に、おむつは、１つ以上のバリアカフを含んでよく、液体及びその他の身体排
出物の改良された収容性も提供する。バリアカフは、第二カフ、内側レッグカフ、又は「
立ち上がった」伸縮性フラップと呼ばれることもある。交付済みの米国特許第４，６９５
，２７８号、及び同第４，７９５，４５４号は、第一カフ及び第二カフを含む２つのカフ
を有する使い捨ておむつを記載している。
【００８１】
　図４は、延伸されて実質的に平らな状態のおむつ２０を平面図で示す。着用者の近くに
位置するおむつ２０の表面（すなわち着用者に面する表面）が示されている。おむつ２０
の一部は、下に存在する構造体をより明瞭に示すために、切り欠いてある。図４のおむつ
２０は、単一のトップシート２４とともに構成され、２組のレッグカフ、１組のガスケッ
トカフ、及び１組のバリアカフを有する。
【００８２】
　ガスケットカフ８２は、実質的に非弾性であってもよく、又は弾性的に延伸性であって
、着用者の脚部に動的に適合してもよい。ガスケットカフ８２は、トップシート２４、バ
ックシート２６、又はおむつ２０の形成に使用されたいずれか他の好適な基材に作用可能
に接合された、１つ以上の弾性部材８３により形成されてもよい。１つの好適な実施形態
では、ガスケットカフ８２は、バックシート２６とトップシート２４の間に結合された複
数の弾性部材８３を有する。伸縮部材８３は、ガスケットカフ８２に弾性をもたらす弾性
材であってもよく、及び本発明の緩慢に回復するエラストマーを含んでよい。
【００８３】
　バリアカフ８４は、フラップ８５及び弾性部材８６により形成されてもよい。フラップ
８５は、おむつ２０を形成する既存材料又は要素のいずれかの連続延長部であってもよい
。例えば、フラップ８５は、疎水性に処理されたトップシート２４の一部であってもよく
、又はおむつ２０に別個に取り付けられた分離要素であってもよい。伸縮部材８６は、バ
リアカフ８４に弾性をもたらす弾性材であってもよく、及び本発明の緩慢に回復するエラ
ストマーを含んでよい。伸縮部材８６が十分な弾性を示して、普通の着用の間にはバリア
カフが着用者と接触のままであり、そのようにしてバリアカフ８４のバリア特性を強化で
きるようになっていることが望ましい。米国特許第４，８０８，１７８号及び４，９０９
，８０３号に、脚部領域における閉じ込めを改善するバリアカフを有する使い捨ておむつ
が記載されている。
【００８４】
　レッグカフ８０は、上述のように、完全に又は部分的にローションで処理されてもよい
。さらにレッグカフは、米国特許第４，６３６，２０７号；同第４，７０４，１１５号；
同第４，９００，３１７号；同第５，０８５，６５４号；同第５，４９２，７５１号；同
第６，４７６，２８８号；及びＳＩＲＨ１６３０に記載されているものを包含する、多く
の様々な構成で作製されてもよい。本明細書で開示されるレッグカフのいずれか並びに他
の吸収性物品の構成要素は又、米国特許出願番号１１／０５５，７４３（２００５年２月
１０日出願）にて詳細に説明されるような疎水性表面コーティングで、完全に又は部分的
にコーティングされてもよい。
【００８５】
　ある実施形態において、図１及び図４に示すように、おむつ２０はまたサイドパネル４



(18) JP 4987860 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

８を含んでもよい。サイドパネル４８は、弾性又は延伸性であってもよく、伸縮自在のサ
イドパネル４８によりおむつ２０の側部が拡張及び収縮可能となるので、まずおむつ２０
を着用者にぴたりと適合させ、おむつ２０が排出物の負荷を受けてからかなり後の着用期
間中もその適合を維持することによって、より快適で体形に合った適合をもたらす。サイ
ドパネル４８の代表的な構成及び形状が、米国特許第３，８６０，００３号、第４，８５
７，０６７号、第４，３８１，７８１号、第４，９３８，７５３号、第５，１５１，０９
２号、第５，２２１，２７４号、第５，６６９，８９７号、及び第６，００４，３０６号
にて開示されている。
【００８６】
　おむつ２０はまた、改善された適合と収容を提供するために役立つ、少なくとも１つの
腰部弾性機構５０を含んでもよい。腰部弾性機構５０は一般に、弾性的に拡張及び収縮し
て、着用者の腰に動的に適合するように意図されている。おむつは、２つの腰部弾性機構
５０を有して、１つが第一の腰部区域３６に配置され１つが第二の腰部区域３８に配置さ
れてもよい。腰部弾性機構５０は多数の様々な構成で作製されてもよく、米国特許第４，
５１５，５９５号、第４，７１０，１８９号、第５，１５１，０９２号、及び第５，２２
１，２７４号に記載されるものが挙げられる。他の好適な腰部構造には、米国特許第５，
０２６，３６４号及び第４，８１６，０２５号に記載されるもののような、ウエストキャ
ップ機構が含まれてもよい。弾性は、本発明の緩慢に回復するエラストマーの包含により
腰部弾性機構に提供されてよい。
【００８７】
　ある実施形態は又、排泄物を受け取って収容するためのポケット、排泄物のための空隙
を提供するスペーサ、物品内で排泄物が移動するのを制限するためのバリア、おむつ２０
内に置かれた排泄物質を受け入れて収容する区画又は空隙など、又はこれらのいずれかの
組み合わせを包含してもよい。吸収性製品内で使用するためのポケット及びスペーサの例
が、米国特許第５，５１４，１２１号、第５，１７１，２３６号、第５，３９７，３１８
号、第５，５４０，６７１号、第６，１６８，５８４号、第５，３０６，２６６号、及び
第５，９９７，５２０号に記載されている。区画又は空隙の例が、米国特許第４，９６８
，３１２号、第４，９９０，１４７号、第５，０６２，８４０号、及び第５，２６９，７
５５号にて開示されている。好適な横方向バリアの例が、米国特許第５，５５４，１４２
号、ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ９４／１４３９５、及び米国特許第５，６５３，７０３号に
記載されている。低粘度の糞便の処理に特に好適な他の構造体の例が、米国特許第５，９
４１，８６４号、第５，９７７，４３０号、及び第６，０１３，０６３号にて開示されて
いる。
【００８８】
　代替実施形態では、おむつは、製造者により予め形成されて、パンツを創り出してもよ
い。パンツとは、一般に、幼児及び成人の着用者用に設計された、腰部開口及び脚部開口
を有する使い捨て衣類を指す。パンツはまた、一般的に「閉じたおむつ」、「前固定おむ
つ」、「プルオンおむつ」、「トレーニングパンツ」と表される。このパンツは、着用者
の足を脚部開口に入れ、パンツを着用者の下半身の位置にスライドさせることで着用者の
位置に配置されてよい。代表的なパンツ５２０が、図５ａ～ｂに示される。パンツ５２０
は、図５ａでは平面的な継ぎ合わせのない状態であって、着用者に面する表面を読者に向
けており、図５ｂの斜視図で継ぎ合わされて示される。パンツ５２０は、図１～４のおむ
つと同じ多数の要素を有する。パンツ５２０の１つの端部分は、第一の腰部区域５３６と
して構成されてもよい。反対側端部分は、第二の腰部区域５３８として構成されてもよい
。パンツ５２０の中間部分は、第一の腰部区域５３６と第二の腰部区域５３８との間を長
手方向に延びる股部区域３７として構成されてもよい。
【００８９】
　パンツ５２０は、２つの長手方向縁部５７０及び２つの横方向縁部５７２を含んでもよ
い。パンツ５２０は又、線ｘとして表される長手方向軸を有してもよい。おむつは又、線
ｙとして表される横方向軸を有してもよい。パンツ５２０は、部分的に又は完全に伸縮性
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であっても又は伸縮性でなくてもよい少なくとも１つのトップシート５２４と、バックシ
ート５２６と、トップシート５２４及びバックシート５２６の間に入れられた吸収性コア
５２８とを含んでもよい。パンツ５２０には、サイドパネル５４８；弾性部材５８３を有
してもよいガスケットカフ５８２と、フラップ５８５及び弾性部材５８６を有してもよい
バリアカフ５８４となどの、一対以上のレッグカフ；並びに／又は腰部機構５５０も含ま
れてもよい。
【００９０】
　パンツは、第一の腰部区域５３６が第二の腰部区域５３８に接合されて、これにより腰
部開口及び対の脚部開口を形成するようなふうに、予め形成されていてもよい。パンツ５
２０は、図５ｂに示されるように、第一の腰部区域５３６内の対向する側パネル５４８を
第二の腰部区域５３８内の対向する側パネル５４８に継ぎ目５９５で接合することによっ
て、予め形成されてもよい。継ぎ目５９５は、使用される特定の材料に適切である、当該
技術分野において既知のいずれかの好適な結合手段によって、形成されてもよい。好適な
結合手段として、例えば、超音波シール、ヒートシール、圧力接着、接着剤結合、縫い目
、自溶結合などが挙げられてもよい。継ぎ目５９５は、永久的であってもよく、すなわち
、接合された対向する側縁部５４８の分離には、側縁部５４８の再締着を妨げる結合材料
の破裂又は他の破壊的操作が必要とされるような具合に、結合されてもよい。又は、継ぎ
目５９５は、繰り返して開放及び再締着できるように、再締着可能であってもよい。再締
着可能な継ぎ目には、フック・ループ式ファスナーなどが含まれてもよい。好適なパンツ
が、米国特許第５，２４６，４３３号、第５，５６９，２３４号、第６，１２０，４８７
号、第６，１２０，４８９号、第４，９４０，４６４号、第５，０９２，８６１号、第５
，８９７，５４５号、第５，９５７，９０８号、及び米国特許出願シリアル番号１０／１
７１，２４９にて開示されている。
【００９１】
　本発明の別の実施形態は、上で開示されたような吸収性物品のいずれかを適用する方法
を対象とする。吸収性物品が、着用者に適用されるために、介護人に提供されてもよい。
吸収性物品は、緩慢に回復するエラストマーを含む弾性積層体が弛緩され、実質的に張力
がかかっていない状態にあるように圧縮された状態であってよい。介護人が、吸収性物品
を延伸し、これにより弾性積層体が拡大されて張力がかかってもよい。適用する準備に際
して、その物品は一般に延伸される。吸収性物品は、有効時間中には、機能的に伸ばされ
た状態を維持することができる。一実施形態では、その物品は、介護人が物品を着用者に
適用するのに必要とされる十分な時間、伸ばされた状態を維持してもよい。おむつを延伸
の後で弛緩すると、着用者に首尾よく適用することができる前に、おむつは、収縮及び／
又は折り重なることが多い。１つの実施形態において、緩慢に回復するエラストマーは、
２２℃で１５秒回復した後、少なくとも約５０％の伸長後歪みを示し、４００％の初期歪
みを示す。その物品は、快適な理想的な適合をもたらすように、適用後で収縮を続けるこ
とができる。着用中に物品が汚れると、この方法が繰り返されてもよい。
【００９２】
　別の実施形態では、上で開示されたような複数の吸収性物品が、キットにパッケージさ
れてもよい。一般に、キットにより、多数の吸収性物品が、空間を節約並びに輸送及び貯
蔵を簡単化しながら、消費者まで供給されて購入されることが可能になる。キットは、物
品がアクセス可能（例えば、蓋の開放、パネルの除去など）になるように、活性化を必要
としてもよい。一実施形態では、キットは、統一体として束ねられ、米国特許第５，９３
４，４７０号に開示されているような熱可塑性フィルムの外装で覆われた、多数の吸収性
物品によって規定される。熱可塑性フィルムのカバーは、開口手段を有して、熱可塑性フ
ィルムカバーの一部の取去り及び物品へのアクセスを可能にしてもよい。典型的な開口手
段には、実質的に連続の脆弱線が、好ましくは熱可塑性フィルムカバー内の穿孔群が含ま
れてもよい。代表的な開口手段が、米国特許出願番号５，０３６，９７８にて提案されて
いる。
【００９３】
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　１つのキット実施形態が上で説明されたが、キットに対する他の変形形態も明瞭に想定
される。外装は、様々な材料を含んでもよく、熱可塑性フィルム、不織布、織布、箔、布
地、紙、厚紙、弾性体、ひも、帯、及びこれらの組み合わせが挙げられるが、これらに限
定されない。外装は、複数のプルオン衣料を完全に又は部分的に束ねる、及び／又は覆っ
てもよい。他の特に好ましいパッケージ及びパッケージ方法は、米国特許第５，０５０，
７４２号及び同第５，０５４，６１９号に記載される。更に、キットは、複合的な外装を
有してもよい。例えば、本発明のプルオン衣料の複数個が熱可塑性フィルムの外装でパッ
ケージされ、次いでフィルムで包まれたプルオン衣料の複数群が、厚紙箱又は第二の熱可
塑性フィルム外装の中に外包装されてもよい。その上、キットは、専用の開口手段を有さ
なくてもよい。例えば、穿孔の無い熱可塑性フィルムの外装が、フィルムの引き裂きによ
り簡単に開けられてもよい。
【００９４】
　試験方法
　伸張後の回復
　この方法は、温度および時間に応じて変わるエラストマーの伸長後歪みを決定するのに
使用される。測定は、２２℃（７２°Ｆ）又は３２℃（９０°Ｆ）で行われる。２２℃（
７２°Ｆ）での測定は、室温におけるエラストマーの回復をシミュレートするためのもの
であり、一方、３２℃（９０°Ｆ）での測定は、ほぼ皮膚の温度におけるエラストマーの
回復を測定するためのものである。延伸及び回復の２段階分析が、試料に対して実施され
る。この方法は、フィルムクランプ、データ取得用のサーマル・アドバンテージ／サーマ
ル・ソリューションズ（Thermal Advantage/Thermal Solutions）ソフトウェア、および
データ分析用のユニバーサル・アナリシス２０００（Universal Analysis 2000)ソフトウ
ェアを備えた、ＴＡインスツルメンツ（TA Instruments, Inc.）（デラウェア州ニューキ
ャッスル（New Castle））から入手可能なＴＡインスツルメンツＤＭＡ２９８０（以下、
「ＤＭＡ２９８０」などの、動的機械的分析器（ＤＭＡ）を用いる。多数の他のタイプの
ＤＭＡ装置が存在しており、動的機械的分析の使用は、ポリマー及びコポリマーの特性決
定技術の当業者には周知である。
【００９５】
　ＤＭＡ２９８０を使用するための運転方法、較正、及び指針は、ＴＡインスツルメンツ
ＤＭＡ２９８０操作マニュアル（２００２年３月発行）、サーマルアドバンテージ・ユー
ザーズレファランスガイド（２０００年７月発行）、及びユニバーサルアナリシス２００
０ガイド（２００３年２月発行）に見出される。ＤＭＡ２９８０の使用に慣れた者には、
下記の運転上の実行条件が、試料の延伸及び回復の追試をするのに十分な筈である。
【００９６】
　フィルムクランプを用いた抵抗力制御モードでの動作を指定する実験条件は、ＤＭＡ２
９８０上で選択される。フィルムクランプは、ＤＭＡ２９８０上に載置され、ユーザー・
リファレンス・ガイドにしたがって較正される。試験される材料は、ほぼ均一な寸法の試
料に切断される。適切な試料の寸法は、必要な歪みを得られるように選択されてもよい。
ＤＭＡ２９８０の場合、好適な試料の寸法は、幅約６．４ｍｍ×厚さ約０．１５ｍｍであ
る。ＤＭＡ２９８０の浮揚しているフィルムクランプは、保持面の間が約６ｍｍになる位
置に調節され、この位置で係止される。試料はフィルムクランプ内に載置され、下側クラ
ンプは、フィルムクランプ間の実効ゲージ長さを決定することができるように、浮揚でき
るようにされる。試料ＩＤ及び寸法が記録される。炉は閉鎖される。
【００９７】
　延伸方法－上記の試料寸法において、指定されたＤＭＡ２９８０パラメータ設定は次の
ように設定される：クランプ内の試料に付加される予荷重力（０．０１Ｎ）；試験開始時
の自動ゼロ変位（オン）；ファーネス（閉）、クランプ位置（ロック）、及び延伸方法終
了時の温度保持Ｔｉ（２２℃又は３２℃）。データ受入れ率が０．５Ｈｚに設定される（
２秒毎に１点）。延伸方法がＤＭＡ２９８０に読み込まれる。方法のセグメントは、（１
）開始温度Ｔｉ（２２℃又は３２℃）、（２）Ｔｉで平衡、（３）データ記録装置ＯＮ、
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および（４）ランプ力５．０Ｎ／分で１８．０Ｎまで、である。
【００９８】
　試験開始時、温度は指定のＴｉ（２２℃又は３２℃）まで変化し［方法セグメント１］
、温度はこのＴｉで維持される（方法セグメント２）。Ｔｉにて最低１５分間の後、操作
者は、試料延伸及び現時点データ採取を開始する［方法のセグメント３及び４］。試料は
、適用されたランプ力５Ｎ／分により、約３０ｍｍの長さまで延伸される。力を徐々に増
加することにより、物品を適用することがより精密に模擬され、破断が防がれる。延伸長
さ約３０ｍｍにおいて、試料が、適切な位置に固定されて、Ｔｉに維持される。４００％
の歪みに達するのに必要な力は、機器のデジタル表示から手動で記録される。
【００９９】
　異なる寸法の試料に対して、加えられる力は、最初の試料の断面積１平方ミリメートル
当たりに加えられるランプ力が５Ｎ／分になるように調節され、最大変位は４００％の歪
みが得られるように調節される。パーセント歪みは、延伸長さからゲージ長さを引き算し
、次にその結果をゲージ長さにより割り算して１００を乗算することにより、計算される
。最初の長さ６ｍｍから３０ｍｍの長さまで延伸された試料が、４００％の歪みをもたら
す。
【０１００】
　回復方法　－　回復方法は機器にロードされ、延伸方法で所望の歪み（４００％）に達
してから１５秒後に開始される。回復方法の４つのセグメントは、（１）データ記憶オン
、（２）力０．０１Ｎ、（３）Ｔｉまで昇温、及び（４）等温３．０分間である。ＤＭＡ
２９８０の次のパラメータが延伸方法から変更される：自動ゼロ変位を（オフ）に変更。
回復方法では、試料の長さが、指定された温度（Ｔｉ＝２２℃又は３２℃のいずれか）に
て、３分間にわたって測定される。試料長さ、パーセント歪み、及び試験温度が、回復時
間の関数として記録される。伸長後歪みは、異なる回復時間（１５秒、３０秒、６０秒、
及び３分）後の歪み率として報告される。
【０１０１】
　異なる試料寸法において、力は最初の試料の断面積の１平方ミリメートル当たり０．０
１Ｎを達成するように調節される。
【０１０２】
　２サイクルヒステリシス試験
　この方法は、消費者がエラストマー性組成物を含有する製品の適用中に受ける力と相関
し得る特性を決定し、また、適用されると製品がどのように適合し働くかを決定するのに
使用される。
【０１０３】
　２サイクルヒステリシス試験方法は、室温（２１℃／７０°Ｆ）にて実施され、及び体
温（３７℃／９９°Ｆ）にても実施される。試験される試料は、実質的に直線形状に切断
される。試料の寸法は、機器に適切な力によって、必要な歪みが得られるように選択され
るべきである。本試験における好適な計器には、ミネソタ州イーデンプレーリー（Eden P
rairie）のＭＴＳシステム社（MTS Systems Corp）（例えば、アライアンス（Alliance）
ＲＴ／１又はシンテック（Sintech）１／Ｓ）、又はマサチューセッツ州カントン（Canto
n）のインストロンエンジニアリング社（Instron Engineering Corp.）から商業的に入手
可能な引張り試験機を含む。上記のアライアンス（Alliance）ＲＴ／１又はシンテック（
Sintech）１／Ｓ機器のどちらの場合も、好適な試料寸法は、厚さ約０．１３ｍｍ、幅約
２０ｍｍ、長さ約１００ｍｍである。
【０１０４】
　次の手順は、上の試料寸法及びアライアンス（Alliance）ＲＴ／１又はシンテック（Si
ntech）１／Ｓのいずれかを使用する時の測定を示す。計器が、コンピューターとインタ
フェースされる。テストワークス４（TestWorks 4）（商標）ソフトウエアが、試験パラ
メータを制御し、データ獲得及び計算を実施して、グラフ及びデータの報告を提供する。
【０１０５】
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　試験に使用されるグリップは試料よりも幅が広い。通常は、２．５４ｃｍ（１インチ）
幅のグリップが使用される。保持具は、全保持力を試験応力の方向に垂直な単一の線に沿
って集中させるように設計された、１つの平坦面と対向面を有する空気圧式の保持具であ
り、対向面からは、試料の滑りを最小限に抑えるための半円形（半径＝６ｍｍ）が突出し
ている。３７℃における測定の場合、上側グリップは、のこぎり歯面を有する軽量グリッ
プである。
【０１０６】
　ロードセルは、測定される力がロードセルの容量の１０％～９０％の間、又は使用され
る荷重範囲となるように選定される。通常は、２５Ｎのロードセルが使用される。装備品
及びグリップが取り付けられる。計器が、製造者の指示書により較正される。保持力の線
の間の距離（ゲージ長さ）は６３．５ｍｍ（２．５０インチ）であり、これはグリップの
脇に保持された鋼定規で測定される。装備品及びグリップの質量を補正するために、計器
上の荷重読取り値がゼロにされる。標本の質量及び厚さは試験前に測定される。試料は、
たるみが無く、測定される荷重が０．００Ｎ～０．０２Ｎの間であるような方法で、グリ
ップ内に取り付けられる。保持具内に載置された後、試料は、試験を開始する前に５分間
、試験温度で平衡にされる。３７℃で測定を実行するため、好適な環境チャンバを使用し
てこの温度が維持される。計器は、２１℃にて実施される測定のために、温度制御された
室の中に配置されている。
【０１０７】
　２サイクルヒステリシス試験方法は、次の段階を伴う：
　（１）保留なしの５０．８ｃｍ／分（２０インチ／分）の一定のクロスヘッド速度で、
試料を指定の最大歪み率（即ち、Ｓｔｒａｉｎ最大＝１５０％）まで歪ませる。
　（２）保留なしの７．６２ｃｍ／分（３インチ／分）の一定のクロスヘッド速度で、歪
みを０％の歪みまで低減させる（即ち、保持具を元の６．３５ｃｍ（２．５０インチ）の
ゲージ長さに戻す）。
　（３）保留なしの５０．８ｃｍ／分（２０インチ／分）の一定のクロスヘッド速度で、
試料をＳｔｒａｉｎ最大まで歪ませる。
　（４）一定クロスヘッド速度７．６２ｃｍ／分（３インチ／分）で、６０％歪みまで歪
みを減少する。
　（５）６０％歪みに５分間保持する。
　（６）一定クロスヘッド速度７．６２ｃｍ／分（３インチ／分）で、０％歪みにする。
【０１０８】
　除荷力は、工程５で５分間保持された後の、６０％の歪みにおける力である。この力は
、以下のように最初の試料の断面積１平方ミリメートル当たりのニュートンに正規化され
る（試料が延伸される前に決定される）：
　正規化された徐荷力＝測定された徐荷力÷〔最初の試料の厚さ（ｍｍ）×最初の試料の
幅〕
　試料寸法が異なる場合、クロスヘッド速度が、試験の各部分に対して適切な歪み速度を
維持するように調節される。例えば、２５．４ｃｍ／分（１０インチ／分）のクロスヘッ
ド速度が、工程１及び３において、試料ゲージ長さ３１．７ｍｍ（１．２５インチ）に対
して使用される。
【実施例】
【０１０９】
　代表的なフィルムは、表１に示すように、様々な量のエラストマー性ポリマー、修飾樹
脂及び鉱油を混合することで調製される。混合は、混合物を押出成形する（実施例２及び
３）ことによって、又は混合物を溶液流延し、加熱されたカーバー・プレス（Carver Pre
ss）上でフィルムの形に圧縮成形する（実施例１、４、５、６、及び７）ことによって行
われる。各構成成分の量は、エラストマー性組成物の重量％で表されている。表１の実施
例は、デクスコ・ポリマーズ（Dexco Polymers L.P.）（テキサス州ヒューストン（Houst
on））からベクター（Vector）４２１１の商標名で商業的に入手可能な三元ブロックエラ
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ストマー性コポリマー、即ち、スチレン－イソプレン－スチレン（Ｓ－Ｉ－Ｓ）を含む。
いくつかの実施例（実施例２、３、４、６、及び７）では、エラストマー性組成物の１つ
の構成成分は、クロンプトン・コーポレーション（Crompton Corporation）（ペンシルベ
ニア州ペトロリア（Petrolia））からブリトール（Britol）（登録商標）５０Ｔの商標名
で商業的に入手可能な白色鉱油である。表１の例に開示されている使用に好適な変性樹脂
は、アラカワ・ケミカル社（Arakawa Chemical Inc.）（イリノイ州シカゴ（Chicago））
からアルコン（Arkon）Ｐ１４０（Ｔｇは８６℃）の商品名で入手可能な脂環式炭化水素
樹脂、並びに、アルドリッチ・ケミカル（Aldrich Chemical Company）から入手可能なｔ
－ブチルスチレンモノマーをフリーラジカル重合することによってプロクター・アンド・
ギャンブル社（Procter & Gamble Company）にて合成したポリ（ｔ－ブチルスチレン）（
１４ｋＤａ及び１９ｋＤａの樹脂それぞれに対して、Ｔｇは１２６℃及び１３０℃）であ
る。
【表１】

　＊　試料１は比較例であり、試料２～７は本発明の実施形態である。
【０１１０】
　ポリ（ｔ－ブチルスチレン）試料の重量平均分子量は、テトラヒドロフラン中でポリス
チレン標準体を使用するゲル透過クロマトグラフィーにより決定して１４ｋＤａ及び１９
ｋＤａである。
【０１１１】
　表１のエラストマー性組成物のフィルムは、上記の試験方法の項に記載された伸長後回
復方法にしたがって測定される。試験されるフィルムの厚さ、及び、試料を４００％の歪
みまで歪ませるためのニュートン単位の力（フィルム厚さに対して正規化されていない）
が表２に示される。伸長後歪みは、異なる回復時間（１５秒、３０秒、６０秒、及び３分
）で報告される。

【表２】

【０１１２】
　表１のエラストマー性組成物のフィルムの正規化された除荷力は、上記の試験方法の項
に記載された２サイクルヒステリシス試験にしたがって、２１℃及び３７℃で測定される
。データは表３に示される。
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【表３】

　１　試料８は、フィンドリー（Findley）Ｈ２４０１接着剤（加熱されたカーバー・プ
レス（Carver Press）を使用してフィルムの形に圧縮成形したもの）の比較例である。
【０１１３】
　「発明を実施するための最良の形態」で引用した全ての文献は、関連部分において本明
細書に参考として組み込まれるが、いずれの文献の引用も、それが本発明に関して先行技
術であることを容認するものとして解釈すべきではない。この文書におけるある用語のい
ずれかの定義又は意味が、参考として組み入れられる文献におけるその用語の定義又は意
味と矛盾する場合、本文書においてその用語に与えられた定義又は意味が基準となるもの
とする。
【０１１４】
　本発明の特定の実施形態が例示および説明されてきたが、本発明の精神及び範囲から逸
脱することなく他の様々な変更及び修正を行えることが当業者には明白であろう。したが
って、本発明の範囲内にあるそのような全ての変更及び修正を、添付の特許請求の範囲で
扱うものとする。
【図面の簡単な説明】
【０１１５】
【図１】緩慢に回復するエラストマーを含有するおむつの平面図。
【図２】緩慢に回復するエラストマーを含有する、図１に示されるおむつの斜視図。
【図３ａ】使用中に汚される前及び後の、図１及び２に示されるおむつの断面図。
【図３ｂ】使用中に汚される前及び後の、図１及び２に示されるおむつの断面図。
【図４】緩慢に回復するエラストマーを含有するおむつの別の実施形態の平面図。
【図５ａ】パンツとしての吸収性物品の別の実施形態の、継ぎ合わせがない状態の平面図
。
【図５ｂ】継ぎ合わされた状態で示される図５ａのパンツの斜視図。
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